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要　旨

　本稿の目的は，ワイン・クラスター研究の国際比較分析を行い，ワイン・ク

ラスターの発展に寄与する諸要因を比較考察することである。ワイン・クラス

ターに関する既存研究の整理を行い，業界団体，ワイナリー，行政機関，大学・

研究機関，企業家的移民などの要因に注目し，分析を行った。本稿の結論とし

ては，ワイン・クラスターの発展は，これらの複雑な地域的要因の相互作用に

よって質的向上を実現することが明らかになった。

₁．は じ め に

　クラスター研究は，国・地域の競争優位の観点から，製造業を中心とした研

究が蓄積されてきた（Saxenian, 1994 ; Powell et al., 1996 ; Feldman et al., 

2005 ; Giblin, 2011 ; Giuliani, 2013）。本稿の主眼であるワイン・クラスター研

究は，経済地理学者を筆頭として研究蓄積がなされてきた。ワイン・クラスター

は，当該地域のテロワール1）に依拠した形で，ワイナリーや栽培農家，関連機

関のネットワークが形成され，競争優位性が確立されることが一般的である

（Giuliani & Arza, 2009）。

　ワイン・クラスターの先行研究では，ワイン新興国が，需要変動に伴う輸出

1） テロワールとは，フランス語で「大地」を意味し，ワインの原料となるブドウが育っ
た土壌や気候などの自然環境，あるいはバックグラウンドのことを総合したもの
である。
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志向への転換や技術的キャッチアップを通じて製品イノベーションを実現し，

国際市場でのシェアを獲得してきたプロセスを明らかにしている（Aylward, 

2003）。Giuliani & Bell（2005）は，単なる自然資源ベースの産業が国際競争

力を持つ知識ベースのワイン・クラスターに変貌するプロセスを考察してい

る。ワイン・クラスターが形成されるプロセスでは，業界団体，ワイナリー，

行政機関，大学・研究機関，企業家的移民などの複雑な地域的要因の相互作用

によって質的向上が実現されると考えられる。

　そこで，本稿では，新世界におけるワイン・クラスター研究を中心に整理し，

ワイン・クラスターの発展に寄与する地域的要因について比較考察し，ワイ

ン・クラスター形成プロセスの共通項を導出することを主な目的とする。

　本稿の意義としては，ワイン・クラスター研究に関する本格的なサーベイが

ほとんどない状況にあり，その希少性にある。また，わが国のワイン・クラス

ターに関する研究は限定的であり，未解明な部分が多いため，その点に関する

学術貢献があると考えられる。

₂．ワイン・クラスター研究の整理

　ワイン・クラスター研究は，オーストラリア（Aylward, 2004），チリ（Giuliani 

& Bell, 2005 ; Visser & Langen, 2006 ; Gwynne, 2008），南アフリカ（Ponte & 

Ewert, 2009），イタリア（Morrison & Rabellotti, 2009），カリフォルニア（Porter, 

1998），アルゼンチン（McDermott, 2007），ニュージーランド（NZW, 2008）

などが有名である。
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図₁　旧世界と新世界のワイン産業

旧世界
フランス：ボルドー，ブルゴーニュ（Ditter, 2005）
スペイン：リオハ（Larreina and Aguado, 2008）
イタリア：ピエモンテ（Morrison and Rabellotti, 2009）

新世界

カリフォルニア：ナパ・バレー（Porter, 1998）
オーストラリア：南オーストラリア州（Aylward, 2004, 2006）
南アフリカ：ストレンボッシュ（Ponte and Ewert, 2009）
チリ：コルチャグア・バレー（Giuliani, 2013）

（出所）筆者作成。

　1970年代以降，世界各国のワイン産業は，消費者の需要に合わせて生産サイ

ドの技術変化が実現されてきた。近年，新世界では，大学・研究機関を中心と

した研究開発と先進的な企業家による設備投資によって，製品イノベーション

を実現し，旧世界からマーケットシェアを奪ってきた。しかしながら，世界の

ワイン産業は，イタリア，フランス，ドイツ等によって支配されており，特に，

イタリアは，世界のワインマーケットで重要なポジションを維持している。

　以上の点を踏まえて，本章では，経済地理学者を筆頭とした研究者がどのよ

うなアプローチで各々の対象に接近したかを明確にするために，ワイン・クラ

スターに関する先行研究レビューを行う。

₂.₁．イタリアのワイン・クラスター

　イタリアは，全世界の₂割以上のワインを生産する世界一のワイン先進国

（2013年度）である。同国には，65万社のワイナリーが存在し，これらの半分

程度は，協同組合によってコントロールされている。1980年中期以降，イタリ

アでは，国内需要が大きく低迷するとともに，新世界のワイン生産者との国際

市場での競争が激化した。そのため，国内外の市場変化に対応するために，イ

タリアのワイナリーは生産戦略を迫られることになる。

　Morrison & Rabellotti（2009）は，ピエモンテ州コッリーネ・ノヴァレージ

（Colline Novaresi）のワイン・クラスターを考察している。ピエモンテは，
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300社以上のワイナリーが集積し，世界的に著名なイタリア・ワイン（バルベー

ラ，バローロなど）を生産する地域である。コッリーネ・ノヴァレージでは，

古代ローマ時代からワイン生産が行われており，数多くの中小ワイナリーや

ヴィンヤードが存在する伝統的なワイン生産地域である。ピエモンテのワイン

生産者，ブドウ栽培者および協同組合などの関係者が8,000名以上加入する最

も大きな協会であるヴィニャイオーリ・ピエモンテーズィ2）（Vignaioli 

Piemontesi）は，ブドウ栽培に関連した技術的知識や技術的サポートを提供す

る役割を持ち，マーケティングに大きな影響力を持っている（Morrison & 

Rabellotti, 2009）。

　ヴィニャイオーリ・ピエモンテーズィは，農学者をワイナリーの技術者とし

て雇用するとともに，大学の研究者との研究開発プロジェクトを実施するなど，

最新の技術情報を提供する科学的機関としての技術的パートナーの役割を果た

している（Giuliani et al., 2010）。つまり，ヴィニャイオーリ・ピエモンテーズィ

は，様々な研究開発プロジェクトを通じて，小規模ワイナリーに対して，知識

を供給する機能を果たすことで，ピエモンテにおけるワイン生産の近代化を促

進し，ワイン・クラスターにおける知識ゲートキーパーとしての中心的役割を

担ってきたと言える。

　このように，ヴィニャイオーリ・ピエモンテーズィは，季刊誌，農家へのコ

ンサルティング活動を通じて技術的助言を提供しており，ピエモンテにおける

最新の技術情報を提供する科学的機関としての役割を果たしている（Giuliani 

et al., 2010）。

　以上をまとめると，ピエモンテでは，大学や研究機関で醸造学やブドウ栽培

学に関する研究開発プロジェクトを実施し，ワイナリーへの技術的知識や技術

的な支援を提供することによって，ワイナリー間で知識移転を実現している点

に大きな特徴を持つ（Morrison & Rabellotti, 2009 ; Giuliani et al., 2008）。

2） ヴィニャイオーリ・ピエモンテーズィは，季刊誌，農家へのデモンストレーショ
ンやコンサルティング活動を通じて新しい技術やベストプラクティスを提供して
いる。
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₂.₂．チリのワイン・クラスター

　チリは，世界第₇位のワイン生産国（2013年度）であり，ワイン製造とワイ

ン輸出の側面で，新世界の新星とみなされている。チリのワイン産業には，約

350以上のワイナリーが存在し，製造したワインの₇割を輸出している。首都

サンティアゴ（Santiago）の周辺には，大規模ワイナリー，業界団体，R&D

やマーケティングに関連した本部機関が多数存在する。チリは，13ものワイン

生産地域から構成されており，₆つのバレー（Maule Valley, Colchagua 

Valley, Cachapoal Valley, Curico Valley, the Bio Bio & Itata Valley, the Maipo 

Valley）が95％以上の生産量を誇る。代表的なワイン・クラスターであるコル

チャグア・バレーは，優れた要素条件が存在することから，チリで最もワイン

生産が盛んな地域の₁つであり，ワイナリー，技術移転インフラ，醸造コンサ

ルタント，大学・研究機関等が集積している（Giuliani et al., 2008; Kunc & 

Bas, 2009）。

　コルチャグア・バレーは，プレミアム・ワインを産出する地域として有名で

あり，サンティアゴの南200kmに位置している（Kunc & Bas, 2009）。近年，

チリでは，近代化された技術の波及によって産業全体のレベルアップにつな

がっている。1990年を境として国際需要に対応した形でワイン産業は成長し，

チリの経済発展の牽引役になった。

　1850年に，スペインから独立すると，これまで主流だったスペイン品種から

フランス品種へとフランスのワイナリーが中心となってブドウが植え替えられ

た。その後，1978年には，スペインのワイナリーであるMiguel Torresがチリ

に参入し，最新のステンレスタンクが導入されたことで，近代的なワイン製造

が可能になった。

　1980年代になると，チリは，産業の自由化や国の経済開放によって，ワイン

関連技術が充実し，国際市場の需要に応じたワイン製造が行われるようにな

り，1980年後半には，海外直接投資が急増した。その後も，ヨーロッパの最新

技術や設備が導入されたことで，JITやISO 9001に準拠したワイン造りが推進

され，技術の近代化が進展することになる。
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　1990年初頭には，海外直接投資3）の影響を受けて，高品質ワインを製造する

ワイナリーが急増し，輸出に重点をおいた近代化と技術改良を通じて，ワイン

産業は急激な成長を遂げてきた。特に，大規模ワイナリーは，チリ産業開発公

社（CORFO4）：Chilean Economic Development Agency）や農業イノベーショ

ン基金5）（FIA：Chilean Foundation for Agricultural Innovation）などの財政

援助を受けた形で，ワイン生産に関連した数多くの研究開発プロジェクトを推

進してきた（Giuliani et al., 2008 ; Giuliani et al., 2010）。

　1995年には，ナパ・バレーの有名なワイナリーであるロバート・モンダヴィ

が，1997年には，フランスの著名なワイナリーであるロスチャイルドがジョイ

ント・ベンチャーを設立している。このように，チリでは，1990年代から輸出

に重点をおいた戦略で劇的な成長を遂げると同時に，世界的なワイン消費の増

加や国際的な競争激化に伴い，小規模ワイナリーの技術力向上を実現してきた。

その背景としては，チリのワイナリーは，学位を保有した技術者が欧州諸国で

主流になっている生産方法について「模倣による学習」を行うとともに，最先

端技術を積極的に導入したことに起因している（Kunc & Bas, 2009）。

　さらに，海外から移住してきた醸造学者が，先端的な知識や技術を移転する

ことで，ワイナリーの技術力向上に貢献してきた。こうした企業家的移民は，

ワイン先進国の機械・技術を当該地域に，新しい生産方法として普及させるこ

3） ワイン産業の成長は，1990年後半から10年ほど続いた，海外直接投資によっても
たらされた。海外直接投資は，ワイン産業における製品イノベーションに大きな
影響を与えた。新世界には，良質なテロワールに引きつけられたロスチャイルド
やロバート・モンダヴィなどが海外子会社を設立しており，これらが当該地域に
参入することで地元のワイナリーに知識移転が進む一要因になった。

4） チリ産業開発公社（CORFO）は，1939年に設立されたイノベーションを促進す
るために必要となる市場調査，企業育成，技術移転等を包括的に手掛ける政策実
施機関である。CORFOは，小規模ワイナリーに対する技術支援，R&Dによるノウ
ハウの波及に関する様々なプログラムを提供することで，輸出向け農林水産業の
基礎を築いた。特に，輸出実績が高く評価されているワインを中心とした活動を
行っており，新興市場への参入に力を入れている。

5） 農業イノベーション基金は，農業の技術革新や普及活動，果実輸出促進等の目的
で活用することができる。
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とで，コルチャグア・バレーの発展に大きな影響を及ぼしている。

　また，新規ワイナリーでは，新しい技術や情報を獲得するために海外の醸造

コンサルタント6）を活用することが一般的である。醸造コンサルタントは，新

規ワイナリーの立ち上げやワイナリーの変革を実行するために直接指導する役

割を持ち，ワイン新興国でのイノベーションに重要な役割を果たしている。

　2005年度からは，コルチャグア・バレーの醸造学者は，月例会を開催し，ワ

イン製造方法に関する批評を行っている。小規模ワイナリーは，地元での知識

交流や企業間協働を推進することにより，高品質ワインを生産し，国際的に著

名なワインジャーナルに掲載されることで，ワイナリーとしての名声を高めて

いくことになる。2006年以降になると，道路の舗装，技術移転オフィスや研究

実験室の新設が急速に進展した。このように，コルチャグア・バレーでは，産

学連携を通じて科学的研究の成果を現場に還元し，海外市場に対応した高品質

ワインへの技術革新と近代化を実現した（Giuliani & Arza, 2009）。

　こうした要因によって，首都圏を中心として，ワイン生産に関連した研究機

関が集積し，コルチャグア・バレーが著しく変化するキッカケになった要因に

なった。したがって，チリのワイン・クラスター形成プロセスでは，海外直接

投資によって製品イノベーションが実現され，「模倣による学習」プロセスを

経て競争優位性が確立されてきた。特に，海外ワイナリーの参入が模倣効果を

生み，チリの経済発展の原動力になったと言える。

₂.₃．南アフリカのワイン・クラスター

　南アフリカは，世界第₉位のワイン生産国であり，様々な種類の高品質ワイ

ンを海外市場に供給している。1659年に，オランダの東インド会社によって

ケープタウン近郊のコンスタンシア（Constantia）で初めてワインが造られた

ことが，同国におけるワイン生産の始まりである。南アフリカでは，19世紀後

6） チリでは，フライング・ワインメーカーと呼ばれる社外コンサルタントとワイン
生産者が契約する形態が台頭し，これによって，急速な科学的技術の移転が実現
した。
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半までデザートワインを生産していたが，20世紀初頭に入ると，イタリアやド

イツのワイナリーが流入したことによって本格的なワイン生産が開始されるこ

とになる。近年の南アフリカにおけるワイン産業の発展は，中小ワイナリーの

地理的集中によってもたらされてきた。ステレンボッシュ（Stellenbosch）は，

南アフリカ随一の最高品質を誇る銘醸地で，ブティック・ワイナリーが数多く

存在する地域である。

　アパルトヘイトが終焉した1994年以降，ヴィンヤードやセラーの品質管理が

重点的に行われたことでワイン産業の構造変化が進展した。特に，1996年から

2004年にかけて，ヴィンヤードの面積が大幅に拡張したことで，ワイン生産量

が大きく伸張することになった（Ponte & Ewert, 2009）。

　このように，南アフリカでは，ポスト・アパルトヘイト体制への移行に伴っ

て，製品イノベーションが実現されてきたと言える。例えば，ストレンボッシュ

大学では，産業ニーズに適合した科学的な研究プロジェクトを推進している。

これによって，国際的な需要パターンに準拠するとともに，最先端の醸造学や

ブドウ栽培学の知識やノウハウを活用し，主要品種カベルネ・ソーヴィニヨン

や固有品種ピノタージュを栽培することで，ワイン先進国へと躍り出ることに

なった。その後，南アフリカでは，高品質のプレミアム・ワインが台頭し，そ

れらのワイン生産を増大することで輸出増を実現してきた（Giuliani et al., 

2010）。

　また，1918年に，ブドウ栽培農家によってパール地区で南アフリカワイン醸

造者協同組合連合（Ko-operatieve Wijnbouwers Vereniging Van Zuid-Afrika 

Beperkt : KWV）がブドウの最低取引価格を設定し，栽培農家を保護する目的

で設立された。

　KWVの設立によって，国をあげてワイン製造の品質向上や輸出促進に取り

組むとともに，高品質ワインの安定的な生産・流通に重要な役割を果たしてお

り，価格と販売量を安定的に管理し，ブドウ栽培に関連した助言やサービスを

提供している（Ponte & Ewert, 2009）。1997年12月には，KWVは株式会社と

して再編したことで，世界各国へとワインの輸出を拡大してきた。
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　現在では，KWVは，世界100か国以上に輸出する南アフリカ最大業者であ

り，マーケティングで先駆的な役割を持つ中核企業として台頭してきた。近年

では，ブドウ栽培やワイン製造に関する最新技術が導入されたことによって，

品質向上が実現され，世界中のコンテストで受賞するワインが誕生している。

英国のDrinks International誌が発表しているGlobal Wine Brands Top 50のな

かで，南アフリカから唯一リスティングされているのがKWVである。

　一方，IPW（Integrated Production of Wine）は，1998年に設置された半規

制システムとして，持続可能な農業経営や環境にやさしいワイン生産のガイド

ラインを示すものである。南アフリカのブドウ栽培者は，IPWの義務化に伴

い，2010年以降，IPWに準拠したワイン造りを行うことで，品質管理や安全性

を高めてきた。

　以上をまとめると，南アフリカでは，政府によってワイン生産が奨励され，

多くの認証機関（例：Wine of Origin7）など）や協同組合を通じて輸出用のワ

イン品質を向上させてきたと言える。

₂.₄．オーストラリアのワイン・クラスター

　オーストラリアは，新世界の代表国の₁つであり，世界第₇位のワイン生産

国である。同国は，海外市場への輸出政策を通じて国際競争力を獲得すること

で，イノベーションの側面で国際的なワイン市場で最先端を走っている

（Aylward, 2004）。

　オーストラリアのワイン・クラスターでは，ブドウ栽培に最適な気候や土壌

に恵まれ，国外から新技術やプロフェッショナルを引きつけることで大きく発

展を遂げてきた。オーストラリアでは，三大ワイナリー（Southcorp, BRL-

7） Wine of Originは，ワイン・アンド・スピリッツ・ボード（WSB : Wine & Spirits 
Board）が運営する規制を行う組織である（Ponte & Ewert, 2009）。輸出用のワイ
ンはWine of Originによって認定される必要があり，ラベルに品種，栽培場所，生
産者名を記載することで，品種やワインのヴィンテージを保証している。1973年
以降，南アフリカでは，特定地域におけるWine of Origin認証を展開してきた。
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Hardy, Orlando-Wyndham Group）によって全生産量の半分以上を製造し，

輸出量の₇割を占めている。

　オーストラリアでは，海外市場の脅威にさらされることによって，一気にイ

ノベーションに対する動機が高まった。イノベーションの成功要因としては，

①業界のまとまりと政策の徹底，②連邦政府のサポート，③技術革新を積極的

に取り込む土壌，④研究開発に対する前向きな投資，などがあげられる。同国

は，ブドウ栽培に最適な気候や土壌に恵まれていることに起因して，2,000社

以上のワイナリーが存在し，海外市場への輸出政策によって国際競争力を獲得

した。そして，ヨーロッパ各地から熟練技術者を引きつけると同時に，最先端

のR&D活動を通じた技術革新を積極的に展開している。

　オーストラリアでは，サウス・オーストラリア州とニュー・サウスウェール

ズ州でワイン生産量の75％以上を生産している。本稿では，オーストラリアの

ワイン・クラスターとしてサウス・オーストラリア州に着目する。オーストラ

リア大陸の中央にまたがるサウス・オーストラリア州はワイン産業の中心地で

あり，世界最古のブドウの木のある地でもある。サウス・オーストラリア州に

は，醸造学の分野で世界最高峰の名門校であるアデレード大学が存在する。ア

デレード大学は最先端の醸造学やブドウ栽培学のノウハウを保有し，R&D機

能としてイノベーションの発生に重要な役割を担っている。

　このように，サウス・オーストラリア州は，大手ワイナリーを初めとした多

くの業界団体，規制業者，サプライヤー・グループ，研究機関が地理的に集中

するオーストラリアのワイン生産の中心的な拠点である（Aylward, 2004）。サ

ウス・オーストラリア州には，同国のワイン生産量の40％を誇り，オーストラ

リアのワイン生産の中核地域であるバロッサ・バレーが存在する。バロッサ・

バレーは，同国の大手ワイナリーの25％が集積し，ヨーロッパ各地から企業家

的移民が移住したことによって，ワイン生産が盛んな地域として有名である。

現在では，最先端ワイナリーの輸出戦略や研究機関のイノベーション活動が同

州におけるワイン生産の中核的役割を担っている。

　また，サウス・オーストラリア州には，数多くの関連・支援産業（業界団体，
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規制業者，サプライヤー・グループ，輸出の協議会，研究機関など）が存在す

る（Aylward, 2004）。

　第₁に，AWRI（The Australian Wine Research Institute）は，1955年に

設立したワイナリーやブドウ栽培者に資金供給する目的を持つ。AWRIの予算

は，科学技術から農業振興まで広範にわたるため，その総額は₄億円にも及び，

新世界でも大きな規模を誇る。業務内容は，ワインに関する全般的な研究を実

施しており，醸造学やブドウ栽培学などの知識移転を行っている。つまり

AWRIは，世界最先端のワイン研究を行うことで，高付加価値製品の創出に貢

献している。

　第₂に，GWRDC（The Grape and Wine Research and Development Cor-

poration）は，1991年に設立した研究開発を促進する機関である。GWRDCは，

企業間ネットワークを構築するために，協調の精神を持って研究活動を推進す

ることを目的としている。GWRDCは，政府の財政的支援を受けた形で，研究

開発プロジェクトを遂行するとともに，技術者育成を行う教育機関としての役

割を持つ。

　第₃に，AWBC（Australian Wine and Brandy Corporation）は，1981年に

政府が設立した業界団体である。AWBCは，オーストラリアのワイナリーの

製品を規制・認証する機関であり，ブドウ栽培者とワイン生産者に税を課する

パワーを持ち，輸出等のマーケティングを行う権限を持つ。また，AWBCは，

ワイン生産者やブドウ栽培者から会員費を徴収することで運営しており，小規

模ワイナリーと大規模ワイナリーの交流の架け橋を担う役割を持っている。

　上記で論じたように，サウス・オーストラリア州では，ワイナリーや関連・

支援産業が地理的に集中し，緊密な協調関係を構築していることがワイン・ク

ラスターとして競争優位に寄与している。特に，AWRI，GWRDC，AWBCは，

ワイン造りや輸出戦略に多大な影響を及ぼしてきた。
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₂.₅．カリフォルニアのワイン・クラスター

　カリフォルニアのワイン・クラスターは，米国の95％のワインを産出してい

る。ナパ・バレーでは，科学的な研究に基づいた技術革新と製品開発が行われ

ており，科学的方法でワイン製造を行う新世界のパイオニア的な位置を占めて

いる（Giuliani et al., 2008）。近年の劇的な技術変化や近代化は，ワイン関連の

科学的研究を推進する研究者や大学間で密接な相互交流を行うことによって実

現され，ナパ・バレーとしての競争優位を達成してきた。

　ナパ・バレーの歴史は，1700年代後半に開始された。ナパ・バレーは，「豊

潤の地」を意味し，1836年に，現在のヨーントヴィルでブドウ畑が開墾された

ことに始まる。1861年には，初めてワイナリーが創設され，1900年代には，

140以上のワイナリーが存在していたと記録が残されている。その後，1920年

の禁酒法によって，大半のワイナリーは閉鎖を余儀なくされることになるもの

の，1933年の禁酒法廃止後，ナパ・バレーは再び盛り上がりを見せるように

なったため，ナパ・バレーの歴史において，1940年代前後は重要な転機になっ

たと言える。

　以下では，Porter（1998）のダイヤモンド・モデルに依拠して，ナパ・バレー

の分析を行う。

　ナパ・バレーの要素条件としては，良質なブドウが豊富に入手可能な気候や

土壌に恵まれていることがあげられる。ナパ・バレーは，米国でブドウ栽培に

最も適した地域であり，約30万人の技術者が関与している。そのため，ナパ・

バレーは，要素条件（人材，教育環境，インフラ，天然資源，根株，土壌，気

候）を中心として発展を遂げてきたと言える。特に，ヴィンヤードやワイナリー

では，最先端の技術や伝統的な技法を組み合わせることで，世界市場で通用す

るワインを生産している。多くの生産者は，最新の醸造技術やブドウ栽培技術

を共有し，ブドウ栽培者の間での集合的学習を行うことで国際市場の需要パ

ターンに適応している。

　ナパ・バレーの需要条件としては，国内に巨大な消費市場が存在するととも

に，年間470万人が訪れる観光地であることが大きな強みになっている。イタ
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リアやフランスのようなワイン先進国で国民₁人当たりワイン消費量が高いの

は，国内のワイン生産が盛んであり，ワインの種類が多く，消費者が製品に対

して深い知識を持っていることに起因している（Porter, 1998）。

　ナパ・バレーの企業戦略・競争環境としては，約850以上のワイナリーと数

千戸のヴィンヤードが中核的な役割を担っている。ナパ・バレーで有名なワイ

ナリーとしては，ロバート・モンダヴィ・ワイナリー，マティーニ・ワイナ

リー，ヴォルカー・エイセル・ファミリー・エステート，シュラムズバーグ・

ヴィンヤーズなどがあげられる。特に，1966年に設立したロバート・モンダ

ヴィ・ワイナリーは，いち早くフランジ・ボトルを採用し，その普及に貢献し

たナパ・バレーのリーダー的存在である。ロバート・モンダヴィでは，「ワイ

ン造りは芸術であり，文化である」という信念に基づき，革新的なカリフォル

ニア・ワイン造りを行ってきた。ナパ・バレーでは，ロバート・モンダヴィや

E&J Galloなどの大手ワイナリーが輸出の20％を占めている。

　ナパ・バレーの関連・支援産業は，ブドウ苗木の供給業者，輸出業者，農薬・

肥料の生産者，発酵技術の研究所，マーケティング会社，物流会社，農業機械

生産者，バイオテクノロジー研究者，オーク樽，ガラス瓶，コルク，ラベルな

どの醸造設備機器を製造する業者を包括することによって，国際競争力の確保

と技術革新を実現している。ナパ・バレーにおけるブドウ栽培は，農業クラス

ターとの強い結びつきがある一方で，ワイン製造は，レストラン産業，食品加

工産業などの観光クラスターと密接な関係を持っている。このように，ナパ・

バレーでは，ワイナリーが観光産業と密接に結びつき，異なる産業の知識や技

術が融合することで，新しいビジネスが生まれ，ワイン・クラスターの発展に

つながってきたと言える。

　また，ナパ・バレーでは，ワイン商の団体や多くのクラブといった社会ネッ

トワークの潤滑油となるプラットフォームが数多く存在している。ここで，ナ

パ・バレーの代表的なプラットフォームをいくつか取り上げることにする。第

一に，1934年に設立されたワイン研究所は，正会員が900人以上加入する団体

であり，関連・支援産業との結びつきを強化し，カリフォルニア・ワインの普
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及政策を展開している。第二に，1943年に発足したナパ・バレー・ワイン生産

者協会（NVV）は，ナパ・バレーのワインを海外に普及させることを目的とし，

ワイナリーが結集して設立された啓蒙促進団体である。

　NVVは，ワイナリーのオーナー・グループがブドウ栽培や醸造に関する意

見交換を行うことによって，ブドウ栽培の改良やワイナリー経営の問題解決に

資する役割を果たしている。その後，1975年には，ナパ・バレー・グレープグ

ロワーズ・アソシエーションが設立され，栽培農家とワイン生産者が一体と

なった課題解決やプロジェクトに取り組み，積極的なマーケティング活動を展

開している。

　以上をまとめると，ナパ・バレーでは，多くの関連・支援産業を中心とした

組織間ネットワークを発達させることで，漸進的革新を遂げてきたと言える。

具体的には，ワイナリーとヴィンヤードの協調関係を基盤として，観光や加工

食品などの関連・支援産業と連携を図ることで，ワイン・クラスターとしての

技術革新の実現と集積の利益を享受している。

₃．分析と考察

　上で論じたように，ワイン産業は，経済地理学者など数多くの研究者によっ

て理論的な蓄積が進められてきた。その背景としては，ブドウ栽培やワイン製

造の科学が進化し，科学的なワインが台頭したことで，伝統的なワイン製造に

とって代わる技術変化の経路を辿ってきた。新世界では，1990年以降，ワイン

産業における製品イノベーションが発生し，高品質で競争力のあるワインが台

頭してきた。こうした背景には，スペシャリストによる実践と切磋琢磨があり，

農学や醸造学の顕著な進歩がある。

　つまり，新世界では，生産者，サプライヤー，業界団体，研究インフラ，行

政機関などの協働や需要変動による輸出戦略の展開などにより，知識集中型シ

ステムへ移行してきたと考えられる（Aylward, 2003）。特に，ワイン新興国で

は，醸造学者がブドウ栽培者と緊密な連携を取ることによって，新しい栽培方
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法や醸造方法に関する情報を交換する傾向にある。

₃.₁．新世界によるキャッチアップ戦略

　新世界では，1970年後半まで，バルクワイン8）の生産が中心であったが，

1980年代以降の高品質ワインの消費増に伴い，旧世界へのキャッチアップを実

現してきた（Giuliani & Arza, 2009）。Cusmano et al.（2010）は，南アフリカ

やチリのワイン産業を分析対象として，イタリアのワイン産業に競争力の側面

でキャッチアップした現象を考察している。新世界では，ワイナリーとの協働

やマーケティングなどが顕著であり，国際市場の需要に合わせた形で科学的な

研究に基づいた技術革新と製品開発が行われている。

　1980年代後半になると，新世界でグルメ文化の台頭に伴うワイン文化が定着

し，新たな消費増が発生するという需要サイドの変化が顕著になった。こうし

た需要サイドの変化に伴って，ワイナリーの技術者は，醸造技術・ブドウ栽培

技術の進化に伴い，国際市場の需要変化に対応することで，供給サイドにも変

化が生じた。このような動向によって，1980年後期には，世界的な技術変化に

上手く対応するようになった。

　1990年代初頭には，企業間ネットワーク，大学・研究機関，行政機関が機能

したことで技術的キャッチアップが実現されてきた（Giuliani et al., 2008 ; 

Giuliani et al., 2010）。これによって，1990年以降，世界中で市場拡大とワイン

製造の質的向上の側面で劇的な変貌を遂げると同時に，消費者の嗜好の変化に

急速に適応するようになった。

　さらに，研究ベースによる技術の近代化プロセス（製品の標準化や科学的研

究の推進など）を通じて，ワイナリーの技術革新が進展してきた（Giuliani & 

Arza, 2009 ; Cusmano et al., 2010）。ワイン造りの近代化は，ワイン関連の科

学的研究を推進する研究者や大学間で連携を行うことによって実現し，ワイ

8） バルクワインとは，原料として150リットル以上で，海外から桶（バルク）で輸
入したワインのことである。
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ン・クラスターとしての競争優位を達成してきた。

　以上で論じたように，新世界のワイナリーは，国際市場の需要に合わせた形

で，旧世界の模倣を行い，高品質で価格競争力のあるワインを製造することで

国際市場に挑んできた。そのために，研究機関の整備，サプライチェーンの発

達や生産者とブドウ栽培者のアライアンスを積極的に行ってきた（Aylward, 

2004）。そして，旧世界のワイナリーは，新世界の技術革新の影響を受け，品

質とコストに見合うワイン生産戦略の修正を迫られた（Giuliani & Arza, 

2009）。

₃.₂．ワイン産業における研究開発の重要性

　1990年初期になると，消費者の嗜好変化に，急速にワイン産業に適応するよ

うになる。例えば，チリのワイン産業では，サンティアゴを中心として，ワイ

ン生産に関連した20以上の研究機関が存在し，産学連携を通じた技術革新とワ

イン製造の近代化を実現している。

　また，大学の醸造学者はフォーマルまたはインフォーマルな技術的助言をワ

イナリーに行うことで，大学の研究成果を現場に還元しており，ワイン産業に

おける科学的研究は，現場の解決につながっていると考えられる（Giuliani & 

Arza, 2009）。

　このように，新世界では，ブドウ栽培学や醸造学に関連した民間ベースの研

究機関は，ワイン産業における技術改良プロセスの中心的役割を担ってきたと

言える（Giuliani et al., 2010）。具体的には，大学や研究機関から得られた知見

を産業内のアクターにフィードバックしてきたことで，技術変化と急激な近代

化を遂げてきた（Giuliani & Arza, 2009 ; Morrison & Rabellotti, 2009）。

₃.₃．ワイン・クラスターの形成要因

　ワイン・クラスターは，立地の歴史的経緯や行政の支援などの要因によって

初期条件が形成され，ブドウ栽培とワイン醸造に関連した様々な機関が高度に

発展している。
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　ワイン・クラスターに関する先行研究では，①業界団体，②ワイナリー，③

行政機関，④大学・研究機関，⑤企業家的移民，がワイン・クラスターの発展

に重要な要因になっていることが判明した。以下では，各々の要因について言

及する。

　⑴　業界団体

　当該地域の制度的要因としての業界団体は，クラスターの成長に影響を与え

る要因の₁つである（Wolfe, 2009）。以下では，業界団体の特徴について整理

する。

　第₁に，業界団体は，当該地域で生産されるワインのマーケティング活動を

展開することが一般的である（Giuliani & Arza, 2009 ; Kunc & Bas, 2009）。

　第₂に，業界団体は，財政的な支援を提供するとともに，ワイナリーに最新

の研究内容を普及する役割を持つ。例えば，ワイナリーのオーナー・グループ

は，他社のワインテイスティングを行うことで，ワイン製造に関する意見交換

を行っている。つまり，業界団体は，ワイナリー同士が協働し，ブドウ栽培や

ワイナリー経営の問題解決に取り組むことで，メンバーへの技術的知識や技術

的な支援を提供する役割を果たしている。

　第₃に，業界団体は，多くのワイナリーが参加し，国内市場の発展や海外輸

出を目的とした政策を展開している。

　第₄に，業界団体は，同業者と交流を行う機能を持っている。同じ領域や異

なったスキルを持った専門職が「場」に集まり，相互に学習することで，多様

な知識が地域のアクターに波及することが期待される。

　このように，業界団体では，課題共有と問題解決に向けて，技術的な背景を

前提とした同業者間の意見交換が行われることで，当該地域にワイン造りや技

術に関するノウハウを蓄積する機能を持っている。

　⑵　ワイナリー

　ワイナリーは，特定地域に参入し，一度，畑を開拓したら，20～30年ほどは
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そこで活動することになるため，社会的・制度的な環境と経路依存性9）（path 

dependence）に埋め込まれた存在である。そのため，ワイナリーを中心として，

ワイン・クラスターを形成することは地域経済に大きな影響を及ぼすと言える。

　当該地域で「顔の見える」人間関係による知識交流は，他の技術を模倣する

役割を持つ。特に，熟練技術者（農学者や醸造学者など）同士の非公式で自発

的ネットワーキングは，製品や地域の知識スピルオーバーをもたらす（Giuliani, 

2013）。そして，長期的な信頼関係に基づく頻繁な交流は，技術情報や評判な

どの価値ある機密情報を交換する。このように，ワイナリーは，知識ネットワー

クを通じて，技術的な問題を解決することで，ブドウ栽培やワイン製造の質的

向上を実現する。

　また，ワイナリーは，知識ゲートキーパーとしての機能を持つ。知識ゲート

キーパーとは，高い吸収能力（Cohen & Levinthal, 1990）を持ち，より多く

のリンケージを構築し，外部資源を取り入れるワイナリーのことを指す

（Giuliani & Bell, 2005）。知識ゲートキーパーとしての大手ワイナリーは，小

規模ワイナリーに対して知識移転を行う傾向がある。特に，高い吸収能力を持

つ中核企業が存在する場所では，よりイノベーティブな知識が移転する。つま

り，ワイナリーは，知識ネットワークを通じて，ブドウ栽培やワイン醸造に関

する技術を高め，高品質ワインを輸出することで，キャッチアップを実現した

と考えられる（Giuliani et al., 2010）。

　以上をまとめると，新世界のワイナリーは，多様なアクター間で集合的学習

を行うことで最新の醸造技術やブドウ栽培技術を共有することで，国際市場の

需要パターンに適応してきた。具体的には，新市場の開拓や国際化の促進を積

極的に行うことで，海外市場で通用するワインを生産し，ワイン・クラスター

の発展に貢献してきた（Giuliani & Bell, 2005）。

9） 長い時間をかけて当該地域に蓄積されてきた経路依存的な知識は，熟練労働者の
プールやワイナリー間の競争環境に影響を与える。
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　⑶　行政機関

　行政機関は，ワイン・クラスター形成に向けた政策を展開する重要な支援者

である。例えば，チリのワイン・クラスターでは，政府が補助金を出して，安

いワインしかできない品種から高級品種への切り替えを行う国家的政策を展開

したことで，同国の主要産業の₁つへと成長を遂げた。

　チリは，国内人口が少ないために，輸出による産業発展に依拠する所が大き

い。このため，チリでは1960年代から輸出産業育成のために，国家を挙げて農

林水産業の産業発展と輸出促進を支援してきた。特に，ワインの輸出は，チリ

政府が様々な施策を行い，米国政府による積極的な中南米農業開発輸出支援策

もあり，米国向けに急増している。2000年代になると，新規市場開拓を通じて，

果実輸出の増加を実現し，中南米経済をリードする国になった。したがって，

行政機関が展開する政策（補助金事業の実施など）は，企業間関係の構築や競

争力の向上をもたらすため，ワイン・クラスターの形成・発展に貢献すると言

える。

　⑷　大学・研究機関

　大学や研究機関は，技術的近代化の役割を担っているため，国際市場での競

争優位の源泉として認識されている（Giuliani & Arza, 2009 ; Giuliani et al., 

2010 ; Cusmano et al., 2010）。

　1980年代中期になると，新世界でワイン醸造学の名門校がイノベーションの

担い手として台頭してきたことによって，国際市場での競争力獲得が顕著に

なった。Guthey & Whiteman（2009）は，カリフォルニアのワイン製造の歴

史を分析し，大学での研究は，ワインの品質を高めることを明らかにしている。

カリフォルニア大学デービス校は，新種ブドウ種子の技術開発や灌漑施設の現

代化などの研究が行われており，ブドウ栽培やワイン製造に関するプロフェッ

ショナルを育成し，世界有数のワイン研究センターとして優秀な醸造家を数多

く輩出している。つまり，デービス校での教育は，受講者にとってブドウ栽培

や醸造学に関する新しい技術の習得につながる役割を持ち，生産者自身の暗黙
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知を裏付けることにつながっている。それと同時に，カリフォルニア・ワイン

産業と密接に積極的に交流したことによって，ワイン造りのイノベーションが

生まれている（Porter, 1998）。

　このように，新世界では，ブドウ栽培や醸造学に関係した研究機関は，ワイ

ン産業における技術改良プロセスの中心的役割を担ってきた（Giuliani et al., 

2010）。ワイン製造に関わる科学的な側面が急速に発達し，大学や研究機関か

ら得られた知見を産業内のアクターにフィードバックしたことで，急激な近代

化が実現したと同時に，ワイン産業のソリューションに直接的に結びついてき

た（Giuliani & Arza, 2009 ; Morrison & Rabellotti, 2009）。

　以上をまとめると，イノベーションや科学的研究を遂行する機関は，ワイン・

クラスター形成において重要な意義を持つ。市場での流行，需要サイドの変化

や大学の研究成果に応じて，ワイナリーの生産方法が変化するため，ワイン産

業では，イノベーションの実現に向けた設備投資を積極的に行っている。した

がって，新世界のワイン・クラスターは，大学・研究機関と産業界が上手く連

動することによって，技術革新と旧世界に対するキャッチアップを実現し，発

展を遂げてきたと言える。

　⑸　企業家的移民

　新世界における技術的近代化は，企業家的移民によってもたらされてきた所

が大きい（Cusmano et al., 2010）。新世界では，良いブドウを育てるために必

要なテロワールが存在するため，高い能力を持つ醸造技術者やブドウ栽培者を

引きつけることにつながっている。例えば，カナダでは，企業家的移民として

参入後，本国から技術・知識を持って来てワインビジネスを開始する傾向があ

る（Donald, 2009）。外国から移住してきた醸造学者は，先進的な機械・技術

を輸入し，新しい生産方法，知識や技術の普及に重要な役割を担っている。

　このように，新世界では，ヨーロッパ各地から若い技術者が流入し，新しい

試みを行うことによって，ワイナリーの技術革新を実現し，ワイン・クラスター

の形成・発展に貢献してきた。
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₄．結論と今後の課題

　本稿では，新世界におけるワイン・クラスターを主な研究対象として，これ

らのクラスターがどのような地域的要因の組み合わせによって成長を遂げたの

かを検討した。まず，ワイン・クラスターに関する既存研究の整理を行い，続

いて，ワイン・クラスターの発展を支える₅要因（業界団体，ワイナリー，行

政機関，大学・研究機関，企業家的移民）に関して比較分析を行った。

　その結果，新世界のワイン・クラスター形成プロセスでは，海外直接投資が

増加し，近代的なワイン製造技術，マーケティングなどの手法が地元のワイナ

リーに紹介されたことによって，生産機能のアップグレードを実現するととも

に，「模倣による学習」を創出していることが明らかになった。地域独自のテ

ロワールが存在することで，高度技術者を引きつけ，熟練労働者の強力なプー

ルを形成し，研究機関との連携や供給連鎖を整備することで知識ネットワーク

が発達し，ワイン生産量と輸出量で飛躍的な成長を遂げてきた。その結果，複

雑な地域的要因の相互作用によって，ワイン・クラスターとしての質的向上を

実現していることが明らかになった。

　また，旧世界における生産方法の模倣を行い，「模倣による学習」や高度技

術者の誘引を通じて，高品質かつ低価格で競争力のあるワインを製造すること

によって，技術的なキャッチアップや産業の近代化を実現し，ワイン・クラス

ターの競争優位に貢献してきたことが明らかになった。

　今後の課題としては，以下の点があげられる。

　第₁に，1990年代以降に，ワインブームを経験するグローバルな経済環境は，

他のクラスターも同様であり，クラスター発展の比較研究としては，₅要因（業

界団体，ワイナリー，行政機関，大学・研究機関，企業家的移民）が，他の主

要なクラスターでも機能したのか，しなかったのかについての比較検討をする

必要性がある。さらに，逆に成長を遂げなかったクラスターではこの要因のう

ちどの要因が欠如していた，あるいは，機能不全に陥っていたのかが体系的に

議論されることが，本稿の説得性を高める上で重要だと考えられる。
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　第₂に，「ロスチャイルド」と「ロバート・モンダヴィ」が「新世界」に海

外子会社を設けたのは，ロバート・モンダヴィがカリフォルニアのパイオニア

ワイナリーの₁つであること，またロスチャイルドが「新世界」に投資を始め

るのは1970年代であること，といった事実からして，再考する必要がある。
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